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将来のリーダーや技術的に貢献する人材の育
成を期待して、　MTT-SにはRF（マイクロ波）を研
究している学部生／大学院生への奨学金のシ
ステムが有ります。

学部学生に対しては Undergraduate Scholarship
　として $1500 ,　大学院学生には　 Graduate 
Fellowshipとして$6000　が付与されます。
本人と指導教官からの申請によって、毎年、１回
選考が行われ受賞者が決定します。



Undergraduate Scholarship
申請時（2005年度〆切は５月１日）にelectrical 
engineering 　(or related field)の学生であること。
　その年度は学部の最終年度か大学院の初年度
のfull time の学生として所属し、指導教官のもと
で、RF/マイクロ波の研究に携わること。
申請者はIEEEの student member であること。ま
た指導者（指導教官）は　IEEE MTT-Sの member
であること

国籍は問わない。　一つの機関（大学）から複数
の申請が可能であるが、受賞者は一人の指導教
官のもとからは一名のみ。



Undergraduate 
Scholarship
本人と指導教官が申請書を記
入し、申請する。

学部時のRF/マイクロ波に関
する研究、勉学、キャリア計画
など記したプロポーザル（２ペー
ジ）

指導教官の推薦書　　他

受賞者はMTT-Sがスポンサー
の学会（EuMC、APMC,IMSな
ど)への参加が推奨される。



Graduate Fellowship
申請〆切　11月末ごろ　（2004年度は11/30でした）
年間　最大６名（世界中で）に　$6000　が付与。　毎年６月
に行われる　IMSにおいて表彰されます。
申請者は、工学、応用物理(engineering, applied physics, 
computer science or other appropriate field )の学卒資格を
有し、申請時にfull time の大学院生であり、受賞後１年間
（次の年の６月まで）は大学院生であること。学位取得の
ための研究に従事することを約束する。

研究分野はマイクロ波の分野でなければならない。



Graduate Fellowship
申請者と指導者（指導教官）は　IEEE MTT-Sの
memberであること。
国籍は問わない。　一つの機関（大学）から複数の申請
が可能であるが、受賞者は一つの機関から一名のみ。



Graduate Fellowship
申請者自身による　研究計画書　（２～５ページ）

良い申請書を書く為の参考資料あり
（MTT-Sホームページに英文資料有り。　別途、和文翻訳もあり）

１）イントロダクション
• 社会的要請と展望
• 解決すべき現時点での問題点と解決策の方向
• 他の研究者による最新の研究方向
２）目的と重要性

• 具体的な研究事項とそれらに対するアプローチ
３）チャレンジ

• 予想される問題点
• → それらの問題を解決するために要求されること
• → それらを解決する手段
６）研究計画と時間的予定

• 期待される結果と進捗過程



Graduate Fellowship
指導者による reference letter

学生の所属機関（大学）に関する、第３者のMTT-S
メンバーによる reference letter　（教育機関として
の評価に関する内容）



詳細はMTT-Sのホーム
ページ　
http://www.mtt.org/の
EDUCATION　を参照し
てください。
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